
【
通
解
】

（
第
一
・
二
句
）
死
ぬ
も
生
き
る
も
天
命
で

あ
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
論
ず
る
必
要
は
な
い
。

日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
た
以
上
、
つ
つ
し

ん
で
、
た
だ
至
尊
の
た
め
に
お
酬
い
す
る

こ
と
を
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。

（
第
三
・
四
句
）
一
朝
有
事
の
際
は
、
勇
み

奮
っ
て
死
地
に
赴
き
、
熱
血
慷
慨
の
気
を

も
っ
て
、
正
義
人
道
の
た
め
に
尽
く
す
の

が
日
本
魂
で
あ
る
。

（
第
五
・
六
句
）
そ
う
し
た
例
を
あ
げ
る
な

ら
ば
、
天
晴
れ
一
代
の
義
挙
と
し
て
、
主

君
の
た
め
に
仇
を
討
っ
た
赤
穂
の
浪
士

四
十
七
士
が
あ
り
、
一
門
三
代
に
わ
た
っ

て
忠
義
を
貫
い
た
、
楠
木
氏
が
あ
る
。

（
第
七
・
八
句
）
国
を
憂
い
、
世
を
憤
り
、

時
世
の
幸
い
せ
ざ
る
を
恨
ん
で
、
薩
摩
の

海
に
身
を
投
じ
た
西
郷
隆
盛
と
僧
月
照
と

い
い
、
か
の
安
政
の
大
獄
に
、
と
り
乱
す

気
配
も
見
せ
ず
、
従
容
と
死
に
つ
い
た
吉

田
松
陰
の
態
度
と
い
い
、
皆
、
こ
の
正
気

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

（
第
九
・
十
句
）
さ
ら
に
述
べ
れ
ば
、
小
楠

公
正
行
が
死
地
に
赴
く
に
当
た
り
、
吉
野

の
後
醍
醐
帝
の
廟
前
の
壁
に
鏃
を
も
っ
て

刻
ん
だ
和
歌
と
そ
の
一
行
の
氏
名
は
、
今

も
見
る
人
の
心
を
揺
り
動
か
し
て
や
ま

ず
、

【
作
者
】
広
瀬
武
夫
（
一
八
六
八
～
一
九
〇
四
）
明
治
時
代
の
海
軍
軍
人
。
明
治
元
年
五

月
二
十
七
日
、
大
分
県
直
入
郡
竹
田
町
（
竹
田
市
）
に
生
ま
れ
た
。
先
祖
は
南
朝
の
忠

臣
菊
池
氏
か
ら
出
て
、
父
重
武
は
豊
後
（
大
分
県
）
岡
藩
士
で
、
明
治
維
新
の
際
に
勤

皇
の
大
義
を
唱
え
、
国
事
に
奔
走
し
た
人
で
あ
る
。
武
夫
は
そ
の
次
男
。
明
治
十
八
年
、

海
軍
兵
学
校
に
入
学
。
二
十
二
年
卒
業
。
二
十
四
年
海
軍
少
尉
に
任
ぜ
ら
れ
、
の
ち
中

尉
に
進
ん
だ
。
日
清
戦
争
に
従
軍
し
て
功
が
あ
り
、
ま
た
露
都
に
武
官
と
し
て
滞
在
す

る
こ
と
六
年
、
そ
の
間
に
少
佐
と
な
っ
た
。
帰
途
ひ
と
り
雪
中
橇そ

り

に
の
り
、
シ
ベ
リ
ア

を
過
ぎ
、
東
清
鉄
道
（
北
満
鉄
道
）
沿
線
を
き
わ
め
て
帰
っ
た
。

　
三
十
七
年
二
月
六
日
、
佐
世
保
に
お
い
て
登
艦
、
日
露
戦
役
の
途
に
上
り
、
同
年
三

月
二
十
七
日
、
福
井
丸
を
指
揮
し
て
旅
順
口
閉
塞
に
お
も
む
い
た
が
十
分
な
効
果
が
な

か
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
四
艘
を
沈
め
、
決
死
の
部
下
七
十
余
人
を
ボ
ー
ト
に
移
し
た
が
、

杉
野
兵
曹
長
の
見
え
な
い
の
を
知
り
、
船
内
を
捜
索
す
る
こ
と
三
度
、
見
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
や
む
な
く
ボ
ー
ト
に
立
っ
て
そ
の
場
を
去
ろ
う
と
し
た
と
き
、
敵
弾
に

あ
た
り
、
わ
ず
か
に
銅
貨
大
の
肉
片
を
残
し
て
そ
の
身
は
四
散
し
た
。
戦
死
し
た
の
は

二
十
七
日
の
あ
け
が
た
だ
っ
た
。
年
三
十
七
。
戦
死
と
と
も
に
中
佐
に
昇
進
。
二
十
七

日
付
に
て
功
三
級
金き

ん

鵄し

勲
章
、
旭
日
小
綬じ

ゅ

章
を
授
け
ら
れ
、
正
四
位
を
贈
ら
れ
た
。
世

に
軍
神
と
し
て
称た

た

え
ら
れ
、
東
京
神
田
の
万
世
橋
駅
前
に
杉
野
兵
曹
長
と
併
せ
て
銅
像

（
現
存
せ
ず
）
が
作
ら
れ
、
郷
里
の
竹
田
市
に
広
瀬
神
社
が
建
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の

壮
烈
な
旅
順
閉
塞
の
情
景
は
小
学
唱
歌
に
ま
と
め
ら
れ
第
二
次
大
戦
の
こ
ろ
ま
で
よ
く

歌
わ
れ
た
。
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（
第
十
一
・
十
二
句
）
ま
た
、
菅
原
道
真
が

冤
罪
を
こ
う
む
っ
て
大
宰
府
に
流
さ
れ
な

が
ら
、
風
月
に
託
し
て
詠
ん
だ
詩
は
、
讒

言
を
恨
む
気
持
ち
な
ど
ま
っ
た
く
な
く
、

た
だ
、
帝
に
対
す
る
忠
誠
の
情
を
み
る
だ

け
で
あ
る
。

（
第
十
三
・
十
四
句
）
見
た
ま
え
、
正
気
が

天
地
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
…
…
。
そ
れ

は
人
び
と
の
行
動
と
な
っ
て
、
永
劫
に
賛

美
さ
れ
て
い
る
。

（
第
十
五
・
十
六
句
）
思
え
ば
、
正
気
と
は

至
誠
で
あ
り
、
何
も
く
ど
く
ど
し
く
論
ず

る
必
要
は
な
い
。
た
だ
誠
あ
る
の
み
、
誠

以
外
、一
物
も
付
加
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。

（
第
十
七
・
十
八
句
）
こ
の
誠
を
も
っ
て
事

に
当
た
り
、
死
ん
で
も
鬼
と
な
っ
て
や
り

遂
げ
る
。
そ
れ
が
日
本
人
の
心
な
の
だ
。

願
わ
く
ば
、
七
た
び
、
こ
の
世
に
生
ま
れ

か
わ
っ
て
国
恩
に
報
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

※
〝
七
生
報
国
〟
を
人
生
観
と
す
る
作
者

が
、
日
本
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
、
日
本
人

の
魂
の
本
質
を
説
き
、
国
に
誠
を
尽
く
す

こ
と
こ
そ
、
人
の
と
る
べ
き
道
で
あ
る
こ

と
を
説
い
た
も
の
。
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